
ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

0

0

100

100

備考
授業プリントや課題は、Google Classroomを利用して、提出をしてもらうことがある。

授業形態 単位数

担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）

あり

《内容１》保育士　 《経験年数１》８ヶ月

《内容４》 《経験年数４》

《内容２》幼稚園教諭 《経験年数２》20年

《内容３》 《経験年数３》

全学DP(2)

50 30 20

〇

評価方法／ディプロマポリシー 定期試験
クイズ
小テスト

提出課題
(レポート含む)

その他

DP(1)

DP(2)

DP(3)

専門的な知識や技能を修得し、それぞれの分野において、これらを柔軟に
活用していくことができる。

様々な課題に取り組み幅広い教養を身につけるとともに、変化する社会に
対応するための協働的な実践力を身につけている。

自己理解を深め目標に向かって主体的に行動するとともに、多様性を尊重
し他者との信頼関係を築いていくことができる。

科目名称：

担当者名：

区分
専門教育科目

授業の達成目標・到達目標

演習 1

保育内容「環境」の指導法

村上　知子

（１）幼稚園教育要領に示された幼稚園教育要領の基本を踏まえ、領域「環境」のねらい及び内容を理解する。

　１）幼稚園教育要領の基本と領域「環境」のねらい及び内容を理解する。２）領域「環境」のねらい及び内容を踏まえ、乳幼児が経験し身につけていく内容と指導上の留意点を理解している。３）幼稚園教育要領における評価について理

解している。４）周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関わり、それらを生活に取り入れていこうとする経験と小学校の教科等とのつながりを理解している。

（２）乳幼児の発達や学びの過程を理解し、領域「環境」の具体的な保育場面を想定した保育行い保育を構成する力や指導方法を身につける。

　１）乳幼児の心情や発達を視野に入れた保育構想の重要性を理解している。２）領域「環境」の特性と乳幼児の体験との関連を考慮した情報機器及び教材活用の必要性を理解し、保育を構想し活用することができる。３）指導案の意義を

理解し、保育を構想し作成することができる。４）模擬保育とその振り返りを通して、保育を改善し、新たに構想することができる。（PDCA）５）障害のある乳幼児にとっての領域「環境」の保育を構想することができる。

実務経験のある教員の担当

具体的な保育を想定した指導案を立案し、模擬保育を行ない、その振り返りを通して、乳幼児が望ましい体験ができる
ための援助や保育を構想する力（PDCAサイクル）を身につけることができる。

基礎教育科目

全学DP(1)

授業の目的・テーマ

全学DP(3)



課題に積極的に取り組み、求められ
る内容以上の課題を期日までに提出
することができる。

求められる内容の課題を期日
までに提出することができ
る。

事前事後学修時間（分）

第１回 40分

第２回 30分

第３回 50分

第４回 30分

第５回 30分

第６回 30分

第７回 30分

第８回 30分

第９回 50分

第10回 30分

第11回 30分

第12回 30分

第13回 30分

第14回 50分

第15回 30分

実施しない。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

成績評価の方法・基準

発表や意見を言うことができ
ず、私語や居眠り等をしてい
る

話を聞く態度が良い。質問さ
れたことは答えることができ
る

課題に積極的に取り組み、求められる
内容の課題を期日までに提出すること
ができる。

すばらしい とてもよい よい 要努力評価ルーブリック

課題を期限までに提出でき
ず、内容も不十分である。

講義で学んだ知識・技能を組
み合わせて考えることができ
ず、専門性が乏しい

講義で学んだ知識・技能を組
み合わせて考えることができ
る

教科書：「保育内容「環境」」（酒井幸子他　編著　萌文書林）教科書は毎回の授業や事前事後学習で使用する
参考書：「幼稚園教育要領」、「保育所保育指針」、「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

小テスト（50%）、提出課題（30%）、授業への積極的関与（20%）

　定期試験は、

学びへの積極性

課題

話を聞く態度が良く、質問や
意見などを、時々述べること
ができる

自然や身の回りの環境や保育の環境
について、発表することができる
が、自分の意見を述べることができ
ない

課題に対してのフィードバック

自然に親しみ、植物に親しむ保育の振り返り－実践の省察、改善（栽
培・収穫の振り返りと改善）

環境に関わる現代的課題（ICTの活用）－ユニバーサルデザ
イン、インクルーシブ保育

子どもの育ちと領域「環境」（ICTの活用）－子どもの発達
の違いによる環境構成の実際

年齢に応じた環境構成についてレポート
にまとめておく

子どもを取り巻く人的環境－園内での人的な関わりの
活動の事例から

自然や身の回りの環境や保育の環境
について、自分の意見を持たず、発
表することもできない

配布された飼育活動の事例を読み、意見をレポート
にまとめておく

授業の内容・計画

自然や身の回りの環境や保育の環境
に自分の意見を持ち、それをまとめ
て発表することができる

話を聞く態度が良く、質問や意
見などを、毎回１回以上述べる
ことができるように努力してい
る。

園外保育での安全意識・安全指導（振り返り）－実践の省察、改善
（模擬保育後の振り返りと改善）

野菜を収穫するため方法について、詳し
く調べておく

事前事後学修の内容

自然に親しみ、植物に親しむ保育の実際（計画立案）－指導計画立案
[野菜（ジャガイモ等）の栽培]

教科書・参考書

知識・技能

環境についての理解と発表

講義で学んだ知識・技能を組
み合わせ、それを活かして積
極的に講義に参加できる

自然に親しみ、植物に親しむ保育の実際（栽培の実践）－[野菜
（ジャガイモ等）の栽培の実際]

生活に関係のある情報や文化に親しむ保育の実際－遊びの中での身近な情
報・日本文化や異文化に親しむ活動の事例から

授業内プリントはルーブリック等で評価し返却する。

野菜の栽培の指導計画をたてておく

幼児教育の基本と領域「環境」－教育・保育における領域
「環境」のねらいと内容

自然に親しみ、植物に親しむ保育の実際（収穫の実践）－模擬保育
[野菜（ジャガイモ等）の収穫の実際]

幼稚園教育要領の「環境」にかかわる個
所を読んでおく

野菜の栽培方法について、詳しく調べて
おく

数量・図形等に関わる保育の実際－遊びの中で数量・図形への関心を
深める活動の事例から

教科書第５章４節「数量や図形」を読み、意見をレ
ポートにまとめておく

講義で学んだ知識・技能を組
み合わせ、それを活かして講
義に参加できる

自然や身の回りの環境や保育の環境に
自分の意見を持ち、発表することがで
きる

野菜の栽培・収穫についてをまとめ、プレゼンテーショ
ンできるように準備をしておく

教科書第１０章「気になる子どもと環境」の１節と２節
を読み、自分の意見をまとめておく

園外保育での安全意識・安全指導（模擬保育）－模擬保育
[園外保育での安全指導]

模擬保育ができるように、指導案をもと
に準備しておく

教科書第４章「子どもを取り巻く人的環境」を読
み、意見をレポートにまとめておく

教科書第１０章「子どもと多文化」を読み、意見を
レポートにまとめておく

園外保育での安全に遊べる環境作り（計画立案）－指導計画立案[園外保
育での子どもの安全を守る保育環境]

園外保育に行くことを想定し、指導案を
たてておく

生き物に関わる保育の実際－虫や動植物の飼育活動の
事例から

自分の模擬保育について、模擬保育シートに振り返
りと改善を書いておく

　事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時間と
事前事後学修を含め学則第17条の2で規定された学修時間が必要である。

標識・文字等に関わる保育の実際－遊びの中で標識・文字、情報に触
れる活動の事例から

教科書第５章５節「文字・標識に対する感覚」を読
み、意見をレポートにまとめておく


